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４． 要約： 

現在、ポリエステル繊維の触媒として使われている主なものはアンチモンとゲ

ルマニウムですが、アンチモンは用途によっては使用制限が有り、ゲルマニウム

は希少金属で、毎年数％で伸びているポリエステル繊維の生産量をまかなうこと

はできないと言われています。  
この度帝人グループで新触媒が開発され、これらの制約を取り除くと共に、ア

ンチモンやゲルマニウムなどの毒性の強い重金属を含まない、環境にやさしいポ

リエステル繊維製造技術ができたということで、その帝人ファイバー製ポリエス

テル繊維と市場から入手した国内及び海外ポリエステル繊維について蛍光分析

を用いて繊維に含まれる金属を分析したところ、帝人ファイバー製ポリエステル

繊維のみがアンチモンを含まないことが明らかとなった。  
 

５．目的： 

ポリエステル繊維に残留している金属を分析する。 

ポ リ エ ス テ ル 繊 維 製 造 に 使 用 さ れ て い る と 予 想 さ れ る 金 属 は Ｇ

ｅ,Sb,Zn,Ti,Mg,Ca,Al,Mn等である。 

 

６．試験内容： 

１）評価サンプル（使用原糸）： 

①ポリエステル繊維（56DTEX36FILAMENT） 

（帝人ファイバー製アンチモンフリー原糸） 

②ポリエステル繊維（56DTEX36FILAMENT） 

（市場入手 国内糸） 

③ポリエステル繊維（80DTEX144FILAMENT） 

（市場入手 海外糸） 
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  ２）実験方法※： 

・実験は蛍光Ｘ線分析法を用いた。 

・蛍光Ｘ線のエネルギーは元素によって固有であることを利用する。 

・スペクトルを測定しチャートを解析する。 

・ポリエステル繊維で編物生地を作り、装着用プレートにそれぞれセットして

実施した。 

・繊維の太さは量産されている５６デシテクスを使用した。 

・蛍光Ｘ線条件：入射エネルギー１５keV,入射ビームサイズ１Ｘ４ｍｍ２、シ

リコンドリフト検出器使用 

・全てＡｒＫαの強度で規格化した。 

・入射 Eg １５keⅤ・入射ビームサイズ １×４ｍｍ２ 

・シリコンドリフト検出器使用 

 

７．結果： 

①帝人ファイバー
製

Ar Ti Fe Co Cu Zn As Pb Kr

②市場入手(国内
糸)

Mg Ar Sb Ti Mn Ni Cu Zn As Pb Kr

③市場入手
(海外製）

Mg Ar Sb Ca Ti Fe Ni Cu Zn As Pb Kr

 

別紙図１：帝人ファイバー製 アンチモンフリー繊維 

        別紙図２：国産ポリエステル繊維 

        別紙図３：海外ポリエステル繊維 

 

８．結果及び考察： 

環境にやさしい帝人ファイバー製アンチモンフリーポリエステル繊維にはアン

チモンは存在しないことが明らかとなった。 

また、いずれの繊維にも残留している金属がどこから繊維に入り込んで来るのか

製造メーカーに問いかけていきたい。 

同時にそれぞれの金属の定量化を試みていきたい。特にＡｓについては薬品中に

混在する限度が定められており定量化が必要である。 

今後の課題：全てのプロットを相対強度で比較できると言うことだがチヤートか

ら定量化の道が開けるように試みていきたい。 

また、重金属フリー繊維の生産が進むに従って継続して分析を実施していく。 

それによって環境へのやさしさを確認していく。 

 

 

 

 

以上  



【別紙】  
 図１  

 
 図２  

 
 図３  

 


